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「会議録検索システム」
インターネット配信

６月定例会の日程（予定）

場所：扶桑町役場２F議場等　
時間：午前９時３０分から

（日程は変更になることがあります）

扶桑町役場ホームページで議会会議録を
インターネット配信していますので、ご利用ください。

扶桑町役場
ホームページ
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山名小学校の皆さん

熱中症対策・指定避難所となる
全小学校体育館にエアコンが整備されました

主 な 内 容

お　知　ら　せ

環境保護のため再生紙を使用しています。

●3月定例会分は、6月１日に更新を予定しています。

６月  １日(月)

６月  ５日(金)

６月  ８日(月)

６月  ９日(火)

６月1０日(水)

６月1１日(木)

６月１８日(木)

開会・提案説明

一般質問

一般質問

議案質疑

福祉教育常任委員会

総務経済常任委員会

委員長報告・討論・採決・閉会

キラリ★　まち人紹介

〈小学校ボランティア「ゆめサポ」活動〉
　小学校ボランティア「ゆめサポ」の活動を通して、学校行事の
お手伝いや付き添い、環境づくりなどに関わり、子どもたちが
安心して学校生活を送れるよう見守っています。
　読み聞かせでは、物語の時間が子どもたちにとってほっとで
きるひとときになるよう心を込めています。
　スクールガードとしては登校の見守りやあいさつを大切に
し、地域の大人が見守っている安心感を届けられたら嬉しいで
す。子どもたちの笑顔や元気な声に励まされながら、これから
も地域の一員として、子どもたちに寄り添う活動を続けていき
たいと思います。

柏森在住
石原　麻夕美さん

高雄在住
天野　敏さん

〈地域のことをすこしでも〉
　高雄小学校のスクールガードを始めて５年目に入ります。
集合場所近くの道路は狭く、駅が近いこともあり、たくさん
車が通ります。交差点に立ち子どもたちの安全を見守りなが
ら朝の通勤、通学の地域の方々とも「あいさつ」言葉を交わ
し、明るく一日が共にスタートできるように心がけています。
　今は、民生委員の役割も無事終えることができ、社会福祉
協議会主催、地域のことを話し合う「ふそうきたなじみ会」に
参加しています。元気なうちは、自分のできる活動を続けて
いきたいです。

QRコードは（株）デンソーウェーブの登録商標です。



子育て支援を重視した予算編成令和８年度は物価高騰対策と

一般会計　  １３２億６８００万円
令和８年３月２日から２５日まで３月定例会が開催されました。　　　今回の定例会では、令和８年度の予算案が

提出され審議の結果、原案のとおり可決しました。　　　主な事業内容は、下記のとおりです。

文化財資料室開設事業
　　　　　　１０２万円
　町の文化財に対する関心と理解を深
めるため、中央公民館に文化財資料室
を開設する。

水道基本料金減免事業
　　　　　　　　７７００万円
　物価高騰の影響を受ける生活者支援として、４ヵ月分の基本料金免除
及び従量料金の一部減免を実施する。

公共施設ＬＥＤ照明設置事業
　　　　　　　　２１４５万円
　小中学校や公共施設など計１６施設について、
次年度のＬＥＤ化工事に向けた設計業務を行う。

保育所ＩＣＴ導入事業
　　　　　　　　９２万円
　保護者の利便性向上と保育士の業務負
担軽減のため、町立保育園にＩＣＴシステ
ムを新規導入する。

こども誰でも通園制度
　　　　　　　　３３万円
　就労要件を問わず柔軟に保育を利用でき
る「こども誰でも通園制度」を本年度から
本格実施する。

保育所主食費等軽減事業
　　　　　　　２９７３万円
　保育園の主食費及び副食費を１年間
全額免除する。

熱中症対策事業
　　　　　　　９４万円

子どもの頃、熱中症にかかったことがあったので、
この９４万円で命が救えることを考えるとものすご
くスマートなお金の使い方だと思います。フェス
が開けるような予算もあると楽しそうですね。 勝田宏さん 堀江典子さん

住民の声

小学校給食費の無償化 　１億　３３９万円
中学校給食費の負担軽減 　　５６９６万円

物価高の中、給食費の無償化や負担軽減に感謝し
ています。中学校についても来年以降継続してい
ただけると大変助かります。

　国の施策に基づき、町立小学校児童の給食費を本年度から無償化する。
また、物価高騰対策として国の交付金を活用し、町立中学校生徒の給食費
を1年間全額免除する。

　熱中症対策として、町内小学校の各教室に冷凍庫を設置し、
通学時にネッククーラー等を使う児童に活用してもらう。

住民の声
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令和 8年度　予算への評価
「議員の視点」に注目‼

同じ賛成、反対でも、議員の「視点」は様々。
各予算への賛否・討論は、８ページをご覧ください。

各分野の要望に
応え、バランスの
とれた予算

物価高騰対策は
全員に、平等に

　小中学校の給食費無償化をはじめ、生活を重視、
扶桑町の宝物を大切に未来につなぐ予算。

澤田憲宏議員（桑政クラブ）
さわだ のりひろ

　世帯間・世代間の偏りや、取り残される住民が出な
いよう、町民全員が困っている物価高騰への対策は、
平等かつわかりやすく進めていくべきである。

山田惇起議員（無所属）
やまだ あつき

高雄東部地区の
開発促進に期待

　産業流通ゾーンに工場を新設した企業に対し、「企業
立地促進奨励金」として、土地と家屋と償却資産に賦課
される固定資産税の納付分を奨励金として支払う制度
があり、企業の進出に期待できる。

間宮幹男議員（桑政クラブ）
まみや みきお

高い保険料の
減免政策を

　給食費無償化 ( 小学校・中学校・保育園 )、水道料金
の減免等生活支援対策は、評価出来るが国民健康保険
税・介護保険料負担等に国庫補助の充実を。

荒木孝三議員（日本共産党）
あらき こうぞう

子育て支援と
物価高騰対策

重層的支援体制
整備事業スタート

　給食費無償化や水道料金減免等の物価高騰対策、防
災、保育所ＩＣＴ化の推進など、町民の暮らしを守り
利便性を高める予算。

片野泰雅議員（新政クラブ）
かたの たいが

　つながりのある、「地域共生社会」の再構築、支援の
届かない「はざま」をどう埋めるのか、「重なり」体制整
備に期待。

和田佳活議員（新政クラブ）
わだ よしかつ

都市公園整備の
拡張に向け

　木曽川扶桑緑地公園整備のためのアンケートの募集
アイデア等を参考に、生かして、計画（基本構想）策定
業務の実施を。

千田勝文議員（新政クラブ）
せんだ かつふみ

町民に寄り添った
子育ての
しやすい予算

　小学校の給食費無償化、物価高騰対策に係る予算等
バランスが良いが、加えて移住定住に繋がる政策も期
待する。

高橋怜央議員（新政クラブ）
たかはし れお

　住民生活を応援する物価高騰対策・子育て支援対策
や指定避難所となる町内中学校の体育館へ空調設備設
置事業推進事業について高く評価。

伊藤　猛議員（桑政クラブ）
いとう たけし

限られた財源で
効果的な執行を

　受益者負担の適正化と、既存事業の効果の再検証に
よる予算と評価。持続可能な財政基盤の確立を。

大河原光雄議員（ふそう立志会）
おおかわら みつお

　社会の急激な変化に対応すべく、町民が安定した生
活を送れるよう環境整備を図るとともに活気ある「思い
やりのあるまちづくり」を進める。

市橋英男議員（桑政クラブ）
いちはし ひでお

子育て・高齢者
福祉の充実

住民生活を
守る予算

安全・安心な
暮らしを守る

住民生活を
支える予算

　保育所主食費等の１年間免除、小中学校の給食費無
償化、高齢者福祉における重層的支援体制整備事業の
実施の予算。

杉浦敏男議員（桑政クラブ）
すぎうら としお

　自然災害・地球温暖化への対応、福祉・教育に手厚い
内容。公共施設の老朽化対策にも具体的な方針を。

近藤　裕議員（桑政クラブ）
こんどう ひろし

兼松伸行議員
（桑政クラブ）

かねまつ のぶゆき

活気ある「思い
やりのある
まちづくり」を

　限られた財源の中で物価高騰対策や熱中症対策、地
域福祉の推進など重視した予算編成。

佐藤智恵子議員（公明党）
さとう ちえこ

議員がどう見ているかと、あなたがどう見ているかを照らし合わせてみてください。

丹羽友樹議長
（ふそう立志会）

にわ ゆうき

兼松伸行議員は入院
と病気療養のため、
今定例会を全日欠席
されました。
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域福祉の推進など重視した予算編成。

佐藤智恵子議員（公明党）
さとう ちえこ

議員がどう見ているかと、あなたがどう見ているかを照らし合わせてみてください。

丹羽友樹議長
（ふそう立志会）

にわ ゆうき

兼松伸行議員は入院
と病気療養のため、
今定例会を全日欠席
されました。
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命
を
守
る

問
　
自
動
体
外
式
除
細
動
器
借
り

上
げ
料
の
増
額
は
設
置
箇
所
が
増

え
る
と
い
う
こ
と
か
。

答
　
町
内
の
公
共
施
設
の
Ａ
Ｅ
Ｄ

は
全
て
借
り
上
げ
料
で
計
上
し
て

い
る
。
増
え
た
要
因
は
、
こ
れ
ま

で
設
置
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
学
習

等
供
用
施
設
８
箇
所
に
６
月
か
ら

新
た
に
導
入
を
予
定
し
て
い
る
た

め
で
あ
る
。

情
報
発
信
を
よ
り
良
く
す
る

問
　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

の
使
い
や
す
さ
の
向
上
や
受
信
者

が
内
容
を
分
け
る
こ
と
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
な
形
に
な
る
か
。

答
　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
登
録
す
る
方
が

属
性
情
報
、
居
住
地
や
年
齢
、
性

別
等
を
登
録
す
る
こ
と
、
希
望
す

る
情
報
の
設
定
、
例
え
ば
イ
ベ
ン

ト
の
案
内
・
子
ど
も
子
育
て
関
係
、

ご
み
の
情
報
、
防
犯
防
災
の
情
報

等
、
受
信
し
た
い
項
目
を
選
択
で

き
る
機
能
を
付
け
る
予
定
で
、
必

要
で
な
い
情
報
は
受
信
し
な
く
て

も
済
む
よ
う
に
な
る
。

進
出
す
る
企
業
を
応
援

問
　
企
業
立
地
促
進
奨
励
金
と
は
。

答
　
町
内
の
工
業
地
域
、
又
は
高

雄
東
部
の
都
市
計
画
法
第
34
条
第

12
号
の
愛
知
県
指
定
区
域
内
に
お

い
て
、
工
場
の
新
設
、
増
設
を
行

う
事
業
者
に
対
し
、
土
地
・
家
屋

の
固
定
資
産
税
等
を
３
年
間
、
償

却
資
産
は
１
年
間
、
納
付
分
を
翌

年
度
に
奨
励
金
と
し
て
払
い
戻
す

も
の
と
な
る
。
さ
ら
に
町
民
を
新

規
雇
用
し
た
場
合
に
も
奨
励
金
を

講
じ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

ト
イ
レ
の
洋
式
化

問
　
扶
桑
駅
ト
イ
レ
改
修
工
事
費

の
内
容
は
。

答
　
扶
桑
駅
東
西
の
男
性
、
女
性

の
和
式
ト
イ
レ
を
洋
式
に
変
え
る

工
事
で
あ
る
。

こんなことを聞きました

総
務
経
済
常
任
委
員
会

予算決算特別委員会

福
祉
教
育
常
任
委
員
会

げ
ん
き
な
免
疫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

問
　
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
事
業
開

始
後
、
町
と
し
て
ど
の
よ
う
に
感

じ
て
い
る
の
か
。

答
　
愛
称
が
付
さ
れ
、
メ
デ
ィ
ア

で
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
機
会
が
あ

り
、
多
く
の
方
々
の
目
に
触
れ
る

機
会
が
増
え
た
。
ゼ
ロ
次
予
防
を

日
常
的
に
発
信
で
き
る
点
で
、
一

定
の
効
果
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
町
民
の
健
康
意
識
の
向
上

に
繋
げ
る
と
と
も
に
、
健
康
増
進

に
積
極
的
に
取
り
組
む
ま
ち
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
醸
成
に
も
繋
げ
て
い

き
た
い
。

予
算
決
算
特
別
委
員
会（
総
務
経
済

常
任
委
員
会
所
管
部
分
）へ
の
付
託

案
件
と
し
て
、
令
和
８
年
度
扶
桑

町
一
般
会
計
予
算（
所
管
部
分
）を

含
む
、
議
案
３
件
を
審
査
し
ま
し

た
。

（高雄東部の工場新設状況）

令
和
８
年
度
扶
桑
町
一
般
会
計

予
算（
総
務
経
済
常
任
委
員
会
所

管
部
分
）

小
学
校
熱
中
症
対
策

問
　
小
学
校
全
ク
ラ
ス
へ
の
冷
凍

庫
設
置
は
、
ど
の
よ
う
に
利
用
し

て
い
く
か
。

答
　
熱
中
症
対
策
の
一
環
と
し
て

冷
凍
庫
を
導
入
す
る
の
が
目
的
で

あ
る
。
小
学
生
が
登
下
校
す
る
際

の
保
冷
剤
、
ネ
ッ
ク
ク
ー
ラ
ー
、

熱
中
症
対
策
グ
ッ
ズ
を
入
れ
る
予

定
で
あ
る
。

子
ど
も
の
声
を
反
映

問
　
昨
年
秋
、
議
会
で
行
っ
た
小

中
学
生
の
フ
リ
ー
ス
ピ
ー
チ
に
お

い
て
、
中
学
生
か
ら
広
島
派
遣
の

人
数
を
増
や
し
て
ほ
し
い
と
の
声

が
あ
っ
た
が
、
来
年
度
か
ら
の
変

更
事
項
は
。

答
　
フ
リ
ー
ス
ピ
ー
チ
を
受
け
て

令
和
８
年
度
か
ら
各
中
学
校
一
人

ず
つ
を
増
員
し
、
８
人
で
平
和
派

遣
に
行
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

郷
土
愛
を
育
む

問
　
中
央
公
民
館
に
開
設
す
る
資

料
室
は
ど
の
よ
う
な
展
示
内
容
か
。

答
　
中
央
公
民
館
の
ロ
ビ
ー
に
置

か
れ
て
い
た
考
古
資
料
や
民
俗
資

料
を
集
め
、
儀
典
用
端
折
長
柄
傘

を
常
設
展
示
し
て
、
扶
桑
町
に
あ

る
伝
統
的
な
工
芸
技
術
を
よ
り

知
っ
て
い
だ
く
こ
と
で
郷
土
愛
と

誇
り
を
培
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
る
。

特
定
不
妊
治
療
助
成  

問
　
対
象
医
療
機
関
の
地
域
的
な

制
限
は
あ
る
か
。

答
　
厚
生
労
働
省
に
届
け
出
を
し

て
承
認
を
得
ら
れ
た
医
療
機
関
で

あ
れ
ば
、
地
域
的
な
制
限
は
な
い
。

保
育
所
の
負
担
軽
減  

問
　
想
定
さ
れ
る
保
育
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
導
入
効
果
は
。

令
和
８
年
度
扶
桑
町
一
般
会
計

予
算（
福
祉
教
育
常
任
委
員
会

所
管
部
分
）

答
　
登
園
降
園
の
受
付
、
欠
席
連

絡
、
園
だ
よ
り
等
が
確
認
で
き
る
。

園
側
は
、
既
読
の
確
認
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
た
め
、
読
ん
で
い
な

い
保
護
者
に
改
め
て
周
知
等
を
行

う
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
さ
ら
に

園
児
の
成
長
記
録
を
デ
ー
タ
入
力

で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
保
育
士

の
事
務
負
担
軽
減
に
繋
が
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業

問
　
事
業
の
内
容
は
。

答
　
一
つ
の
世
帯
で
分
野
を
超
え

た
複
合
的
な
課
題
を
抱
え
る
方
々

を
、
世
代
、
属
性
等
そ
の
相
談
内

容
を
問
わ
ず
に
包
括
的
に
丸
ご
と

対
応
す
る
と
い
う
体
制
を
構
築
し
、

支
援
を
行
っ
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

令
和
８
年
度
か
ら
開
始
す
る
。

予
算
決
算
特
別
委
員
会（
福
祉
教
育

常
任
委
員
会
所
管
部
分
）へ
の
付
託

案
件
と
し
て
、
令
和
８
年
度
扶
桑

町
一
般
会
計
予
算（
所
管
部
分
）を

含
む
、
議
案
４
件
を
審
査
し
ま
し

た
。

問
　
尾
張
北
部
環
境
組
合
負
担
金

地
域
振
興
事
業
費
の
目
的
と
内
容

は
。

答
　
目
的
は
、
地
域
住
民
が
そ
の

地
域
の
抱
え
る
課
題
の
解
決
を
図

り
、
生
活
環
境
の
改
善
に
資
す
る
。

内
容
は
、
公
民
館
の
建
て
替
え
や

改
修
な
ど
の
整
備
、
遊
園
地
や
側

溝
の
整
備
等
を
令
和
６
年
度
か
ら

令
和
９
年
度
に
か
け
て
行
う
。

問
　
交
通
安
全
対
策
施
設
維
持
管

理
の
電
気
料
２
３
０
万
２
千
円
の

減
額
の
理
由
は
。

答
　
電
気
料
の
減
額
に
つ
い
て
は
、

当
初
予
算
策
定
時
に
、
国
か
ら
の

補
助
金
を
見
込
ん
で
い
な
か
っ
た

こ
と
と
街
路
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
よ

る
。

総
務
経
済
常
任
委
員
会
へ
の
付
託

案
件
と
し
て
、
議
案
８
件
を
審
査

し
ま
し
た
。

令
和
７
年
度
扶
桑
町
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
11
号
）（
所
管
部

分
）

問
　
保
健
セ
ン
タ
ー
派
遣
業
務
委

託
料
の
減
額
内
容
は
。

答
　
当
初
予
算
に
派
遣
業
務
委
託

料
を
措
置
し
た
が
、
令
和
７
年
11

月
か
ら
正
職
員（
保
健
師
１
名
）が

配
置
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。

問
　
介
護
保
険
シ
ス
テ
ム
改
修
委

託
料
の
内
容
は
。

答
　
令
和
７
年
度
税
制
改
正
に
お

い
て
、
給
与
所
得
控
除
の
最
低
保

証
額
が
55
万
円
か
ら
65
万
円
に
引

き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
伴
う
シ
ス

テ
ム
の
改
修
で
あ
る
。

福
祉
教
育
常
任
委
員
会
へ
の
付
託

案
件
と
し
て
、
議
案
９
件
を
審
査

し
ま
し
た
。

令
和
７
年
度
扶
桑
町
一
般
会
計
補

正
予
算（
第
11
号
）（
所
管
部
分
）

令
和
７
年
度
扶
桑
町
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）
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命
を
守
る

問
　
自
動
体
外
式
除
細
動
器
借
り

上
げ
料
の
増
額
は
設
置
箇
所
が
増

え
る
と
い
う
こ
と
か
。

答
　
町
内
の
公
共
施
設
の
Ａ
Ｅ
Ｄ

は
全
て
借
り
上
げ
料
で
計
上
し
て

い
る
。
増
え
た
要
因
は
、
こ
れ
ま

で
設
置
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
学
習

等
供
用
施
設
８
箇
所
に
６
月
か
ら

新
た
に
導
入
を
予
定
し
て
い
る
た

め
で
あ
る
。

情
報
発
信
を
よ
り
良
く
す
る

問
　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

の
使
い
や
す
さ
の
向
上
や
受
信
者

が
内
容
を
分
け
る
こ
と
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
な
形
に
な
る
か
。

答
　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
登
録
す
る
方
が

属
性
情
報
、
居
住
地
や
年
齢
、
性

別
等
を
登
録
す
る
こ
と
、
希
望
す

る
情
報
の
設
定
、
例
え
ば
イ
ベ
ン

ト
の
案
内
・
子
ど
も
子
育
て
関
係
、

ご
み
の
情
報
、
防
犯
防
災
の
情
報

等
、
受
信
し
た
い
項
目
を
選
択
で

き
る
機
能
を
付
け
る
予
定
で
、
必

要
で
な
い
情
報
は
受
信
し
な
く
て

も
済
む
よ
う
に
な
る
。

進
出
す
る
企
業
を
応
援

問
　
企
業
立
地
促
進
奨
励
金
と
は
。

答
　
町
内
の
工
業
地
域
、
又
は
高

雄
東
部
の
都
市
計
画
法
第
34
条
第

12
号
の
愛
知
県
指
定
区
域
内
に
お

い
て
、
工
場
の
新
設
、
増
設
を
行

う
事
業
者
に
対
し
、
土
地
・
家
屋

の
固
定
資
産
税
等
を
３
年
間
、
償

却
資
産
は
１
年
間
、
納
付
分
を
翌

年
度
に
奨
励
金
と
し
て
払
い
戻
す

も
の
と
な
る
。
さ
ら
に
町
民
を
新

規
雇
用
し
た
場
合
に
も
奨
励
金
を

講
じ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

ト
イ
レ
の
洋
式
化

問
　
扶
桑
駅
ト
イ
レ
改
修
工
事
費

の
内
容
は
。

答
　
扶
桑
駅
東
西
の
男
性
、
女
性

の
和
式
ト
イ
レ
を
洋
式
に
変
え
る

工
事
で
あ
る
。

こんなことを聞きました

総
務
経
済
常
任
委
員
会

予算決算特別委員会

福
祉
教
育
常
任
委
員
会

げ
ん
き
な
免
疫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

問
　
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
事
業
開

始
後
、
町
と
し
て
ど
の
よ
う
に
感

じ
て
い
る
の
か
。

答
　
愛
称
が
付
さ
れ
、
メ
デ
ィ
ア

で
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
機
会
が
あ

り
、
多
く
の
方
々
の
目
に
触
れ
る

機
会
が
増
え
た
。
ゼ
ロ
次
予
防
を

日
常
的
に
発
信
で
き
る
点
で
、
一

定
の
効
果
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
町
民
の
健
康
意
識
の
向
上

に
繋
げ
る
と
と
も
に
、
健
康
増
進

に
積
極
的
に
取
り
組
む
ま
ち
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
醸
成
に
も
繋
げ
て
い

き
た
い
。

予
算
決
算
特
別
委
員
会（
総
務
経
済

常
任
委
員
会
所
管
部
分
）へ
の
付
託

案
件
と
し
て
、
令
和
８
年
度
扶
桑

町
一
般
会
計
予
算（
所
管
部
分
）を

含
む
、
議
案
３
件
を
審
査
し
ま
し

た
。

（高雄東部の工場新設状況）

令
和
８
年
度
扶
桑
町
一
般
会
計

予
算（
総
務
経
済
常
任
委
員
会
所

管
部
分
）

小
学
校
熱
中
症
対
策

問
　
小
学
校
全
ク
ラ
ス
へ
の
冷
凍

庫
設
置
は
、
ど
の
よ
う
に
利
用
し

て
い
く
か
。

答
　
熱
中
症
対
策
の
一
環
と
し
て

冷
凍
庫
を
導
入
す
る
の
が
目
的
で

あ
る
。
小
学
生
が
登
下
校
す
る
際

の
保
冷
剤
、
ネ
ッ
ク
ク
ー
ラ
ー
、

熱
中
症
対
策
グ
ッ
ズ
を
入
れ
る
予

定
で
あ
る
。

子
ど
も
の
声
を
反
映

問
　
昨
年
秋
、
議
会
で
行
っ
た
小

中
学
生
の
フ
リ
ー
ス
ピ
ー
チ
に
お

い
て
、
中
学
生
か
ら
広
島
派
遣
の

人
数
を
増
や
し
て
ほ
し
い
と
の
声

が
あ
っ
た
が
、
来
年
度
か
ら
の
変

更
事
項
は
。

答
　
フ
リ
ー
ス
ピ
ー
チ
を
受
け
て

令
和
８
年
度
か
ら
各
中
学
校
一
人

ず
つ
を
増
員
し
、
８
人
で
平
和
派

遣
に
行
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

郷
土
愛
を
育
む

問
　
中
央
公
民
館
に
開
設
す
る
資

料
室
は
ど
の
よ
う
な
展
示
内
容
か
。

答
　
中
央
公
民
館
の
ロ
ビ
ー
に
置

か
れ
て
い
た
考
古
資
料
や
民
俗
資

料
を
集
め
、
儀
典
用
端
折
長
柄
傘

を
常
設
展
示
し
て
、
扶
桑
町
に
あ

る
伝
統
的
な
工
芸
技
術
を
よ
り

知
っ
て
い
だ
く
こ
と
で
郷
土
愛
と

誇
り
を
培
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
る
。

特
定
不
妊
治
療
助
成  

問
　
対
象
医
療
機
関
の
地
域
的
な

制
限
は
あ
る
か
。

答
　
厚
生
労
働
省
に
届
け
出
を
し

て
承
認
を
得
ら
れ
た
医
療
機
関
で

あ
れ
ば
、
地
域
的
な
制
限
は
な
い
。

保
育
所
の
負
担
軽
減  

問
　
想
定
さ
れ
る
保
育
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
導
入
効
果
は
。

令
和
８
年
度
扶
桑
町
一
般
会
計

予
算（
福
祉
教
育
常
任
委
員
会

所
管
部
分
）

答
　
登
園
降
園
の
受
付
、
欠
席
連

絡
、
園
だ
よ
り
等
が
確
認
で
き
る
。

園
側
は
、
既
読
の
確
認
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
た
め
、
読
ん
で
い
な

い
保
護
者
に
改
め
て
周
知
等
を
行

う
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
さ
ら
に

園
児
の
成
長
記
録
を
デ
ー
タ
入
力

で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
保
育
士

の
事
務
負
担
軽
減
に
繋
が
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業

問
　
事
業
の
内
容
は
。

答
　
一
つ
の
世
帯
で
分
野
を
超
え

た
複
合
的
な
課
題
を
抱
え
る
方
々

を
、
世
代
、
属
性
等
そ
の
相
談
内

容
を
問
わ
ず
に
包
括
的
に
丸
ご
と

対
応
す
る
と
い
う
体
制
を
構
築
し
、

支
援
を
行
っ
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

令
和
８
年
度
か
ら
開
始
す
る
。

予
算
決
算
特
別
委
員
会（
福
祉
教
育

常
任
委
員
会
所
管
部
分
）へ
の
付
託

案
件
と
し
て
、
令
和
８
年
度
扶
桑

町
一
般
会
計
予
算（
所
管
部
分
）を

含
む
、
議
案
４
件
を
審
査
し
ま
し

た
。

問
　
尾
張
北
部
環
境
組
合
負
担
金

地
域
振
興
事
業
費
の
目
的
と
内
容

は
。

答
　
目
的
は
、
地
域
住
民
が
そ
の

地
域
の
抱
え
る
課
題
の
解
決
を
図

り
、
生
活
環
境
の
改
善
に
資
す
る
。

内
容
は
、
公
民
館
の
建
て
替
え
や

改
修
な
ど
の
整
備
、
遊
園
地
や
側

溝
の
整
備
等
を
令
和
６
年
度
か
ら

令
和
９
年
度
に
か
け
て
行
う
。

問
　
交
通
安
全
対
策
施
設
維
持
管

理
の
電
気
料
２
３
０
万
２
千
円
の

減
額
の
理
由
は
。

答
　
電
気
料
の
減
額
に
つ
い
て
は
、

当
初
予
算
策
定
時
に
、
国
か
ら
の

補
助
金
を
見
込
ん
で
い
な
か
っ
た

こ
と
と
街
路
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
よ

る
。

総
務
経
済
常
任
委
員
会
へ
の
付
託

案
件
と
し
て
、
議
案
８
件
を
審
査

し
ま
し
た
。

令
和
７
年
度
扶
桑
町
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
11
号
）（
所
管
部

分
）

問
　
保
健
セ
ン
タ
ー
派
遣
業
務
委

託
料
の
減
額
内
容
は
。

答
　
当
初
予
算
に
派
遣
業
務
委
託

料
を
措
置
し
た
が
、
令
和
７
年
11

月
か
ら
正
職
員（
保
健
師
１
名
）が

配
置
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。

問
　
介
護
保
険
シ
ス
テ
ム
改
修
委

託
料
の
内
容
は
。

答
　
令
和
７
年
度
税
制
改
正
に
お

い
て
、
給
与
所
得
控
除
の
最
低
保

証
額
が
55
万
円
か
ら
65
万
円
に
引

き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
伴
う
シ
ス

テ
ム
の
改
修
で
あ
る
。

福
祉
教
育
常
任
委
員
会
へ
の
付
託

案
件
と
し
て
、
議
案
９
件
を
審
査

し
ま
し
た
。

令
和
７
年
度
扶
桑
町
一
般
会
計
補

正
予
算（
第
11
号
）（
所
管
部
分
）

令
和
７
年
度
扶
桑
町
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

ふそう議会だより　268号／令和8年5月1日 6ふそう議会だより　268号／令和8年5月1日7



〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 　 〇 〇 ●

令和8年第2回（3月）扶桑町議会定例会　議員別審議結果一覧表令和8年第2回（3月）扶桑町議会定例会　議員別審議結果一覧表

令和8年度一般会計予算令和8年度一般会計予算

議
　
決
　
結
　
果

近
藤
　
裕 

市
橋
英
男

伊
藤
　
猛

　
松
伸
行

澤
田
憲
宏

片
野
泰
雅

高
橋
怜
央

和
田
佳
活

荒
木
孝
三

佐
藤
智
恵
子

山
田
惇
起

杉
浦
敏
男

丹
羽
友
樹

大
河
原
光
雄

間
宮
幹
男

千
田
勝
文

日
本
共
産
党

公
明
党

新政クラブ ふそう
立志会

無
所
属

桑政クラブ
会派・議員

議案等

◆議案

○賛否が分かれた案件

賛否状況　○：賛成　　●：反対　＼：欠席　 －：議長は採決に加わらない。  ※：討論者
議決結果一覧は、扶桑町ホームページ（扶桑町議会）でご確認いただけます。

ｰ可
決第24号 令和 7 年度扶桑町一般会計補正予算 ( 第 10 号 ) ※

〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 　 ● 〇 ●ｰ可
決第27号 令和 8 年度扶桑町一般会計予算 ※※※ ※

〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 　 ● 〇 〇ｰ可
決第30号 令和 8 年度扶桑町介護保険特別会計予算 ※※

〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 　 ● 〇 〇ｰ可
決第29号 令和 8 年度扶桑町国民健康保険特別会計予算 ※ ※

安全・安心を守る
　　　　　適切な予算！

　小中学校給食費の無償化・減免事業、地域クラ
ブ活動推進事業としての委託料など、多くの新規・
拡充事業が見込まれ、花立、扶桑台地区への集団
浄化槽撤去費用の補助金、合併処理浄化槽の設置、
整備事業の拡充など、環境に繋がる施策もある。
町民の快適な生活環境と、安全・安心を守るため
の適切な予算内容と認める。

賛成討論賛成討論

大河原　光雄　議員

住民の命や
　　　暮らしを守れ！

　地方自治体の責務は、福祉の増進を第一歩とし、
福祉、教育に手厚い予算を計上し、住民の暮らしを
守るものでなければならない。光熱水費の高騰に伴
う生活支援などについては十分な施策が行われたと
は思えない。住民の命や暮らしを守る町政の務めを
十分に果たせているとは言えず、評価できない。

反対討論反対討論

荒木　孝三　議員

真に必要な事業を
　　　　　進める予算！

　予算総規模は、前年度比較で減額である。予算
配分は、各分野間のバランスに配慮され、これまで
の取り組みを着実に前に進められるものであり、町
民の安心・安全等の重要施策に関する経費が盛り
込まれた予算となっている。住民生活にとって真に
必要な事業を着実に前に進めることができる予算で
あると判断できる。

賛成討論賛成討論

千田　勝文　議員

敬老観劇会の予算は？

　令和７年度に「一時」中止となった敬老観劇会の予
算がない。「一時」の意味を拡大解釈して、当事者へ
の説明なく来年度も中止を続けてはいけない。物
価高騰対策では、水道料金の減免幅に偏りが生じる
仕組みであるので給付すべきだ。給食費無償化事
業は町外に通う、不登校、育休退園など制度から取
り残される子も救うべきだ。

反対討論反対討論

山田　惇起　議員

　
令
和
８
年
１
月
23
日（
金
）に
臨
時
会
を

開
催
し
、条
例
改
正
５
件
、補
正
予
算
４
件
、

承
認
案
１
件
の
審
議
を
行
い
ま
し
た
。
主

な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

扶
桑
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
国
家
公
務
員
の
給
与
改
定
に
準
じ
て
改

正
す
る
も
の
で
す
。

　
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
９
号
）は
、
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
６
２
６
３
万
円
を

追
加
し
、
総
額
１
４
１
億
２
３
３
７
万
１

千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
万
円
未
満
切
り
捨
て
）

戸
籍
附
票
シ
ス
テ
ム
旧
氏
記
載
対
応

委
託
料
　
　
　
　 

　
１
０
２
３
万
円

　
旧
氏
を
記
載
す
る
た
め
の
費
用
で
す
。

住
民
基
本
台
帳
法
第
９
条
第
２
項
通

知
一
括
取
込
等
対
応
委
託
料２６

０
万
円

　
戸
籍
の
届
出
を
住
所
地
以
外
で
提
出
し

た
時
に
、
市
町
村
間
で
届
出
内
容
の
通
知

を
一
括
で
取
り
込
む
た
め
の
シ
ス
テ
ム
導

入
で
す
。

条
例
改
正

一
般
会
計
補
正
予
算

空
調
設
備
室
外
機
修
繕
工
事
費
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
90
万
円

　
柏
森
小
学
校
の
空
調
設
備
室
外
機
の
破

損
に
よ
る
修
繕
工
事
で
す
。

中
学
校
体
育
館
空
調
設
備
設
置
工
事
費

１
億
８
２
５
７
万
円

　
扶
桑
中
・
扶
桑
北
中
学
校
体
育
館
に
新

た
に
空
調
設
備
を
整
備
す
る
工
事
で
す
。

１
月
臨
時
会

１
月
臨
時
会

令和７年度　議長交際費と政務活動費　報告
議長交際費執行状況

各会派等の収支報告内容

政務活動費収支報告
費目

会費
弔慰
激励
賛助
手土産
合計

桑政クラブ（７名） 
新政クラブ（４名） 
ふそう立志会（２名）
日本共産党（１名） 

公明党（１名）
無所属（１名）

収入（円） 支出（円） 返還金（円）
調査旅費 資料作成費 広報費 支出合計

420,000
240,000
120,000
60,000
60,000
60,000

277,280
184,060
92,030

0
67,583
68,473

資料購入費
166,600

0
0
0
0
0

研究研修費
0

33,000
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0

0
60,060
40,900

0
0
0

443,880
277,120
132,930

0
67,583
68,473

0
0
0

60,000
0
0

25,000
58,000
10,000
15,000
59,773

167,773 

3
6
1
3
5

18

件数 金額（円） ・交付対象　会派又は議員の職にある者
・交付金額　１人当たり年額６万円
・使途基準
（政務活動費を充てることができる経費の範囲）

　研究研修費（研修会等負担金、講師謝礼等）
　調査旅費（先進地調査経費）
　資料作成費（印刷製本費、翻訳料等）
　資料購入費（書籍、資料等の購入費）
　広報費（広報紙、報告書印刷費等）
　会議費（会議費、器材借上げ料等）

政務活動費収支報告書・議長交際費の詳細は町ホームページでも公開しています。

（避難所に指定された扶桑北中学校）

議案はこちらから
令和７年９月からＨＰに

掲載しています。

ふそう議会だより　268号／令和8年5月1日 8ふそう議会だより　268号／令和8年5月1日9



〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 　 〇 〇 ●

令和8年第2回（3月）扶桑町議会定例会　議員別審議結果一覧表令和8年第2回（3月）扶桑町議会定例会　議員別審議結果一覧表

令和8年度一般会計予算令和8年度一般会計予算

議
　
決
　
結
　
果

近
藤
　
裕 

市
橋
英
男

伊
藤
　
猛

　
松
伸
行

澤
田
憲
宏

片
野
泰
雅

高
橋
怜
央

和
田
佳
活

荒
木
孝
三

佐
藤
智
恵
子

山
田
惇
起

杉
浦
敏
男

丹
羽
友
樹

大
河
原
光
雄

間
宮
幹
男

千
田
勝
文

日
本
共
産
党

公
明
党

新政クラブ ふそう
立志会

無
所
属

桑政クラブ
会派・議員

議案等

◆議案

○賛否が分かれた案件

賛否状況　○：賛成　　●：反対　＼：欠席　 －：議長は採決に加わらない。  ※：討論者
議決結果一覧は、扶桑町ホームページ（扶桑町議会）でご確認いただけます。

ｰ可
決第24号 令和 7 年度扶桑町一般会計補正予算 ( 第 10 号 ) ※

〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 　 ● 〇 ●ｰ可
決第27号 令和 8 年度扶桑町一般会計予算 ※※※ ※

〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 　 ● 〇 〇ｰ可
決第30号 令和 8 年度扶桑町介護保険特別会計予算 ※※

〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 　 ● 〇 〇ｰ可
決第29号 令和 8 年度扶桑町国民健康保険特別会計予算 ※ ※

安全・安心を守る
　　　　　適切な予算！

　小中学校給食費の無償化・減免事業、地域クラ
ブ活動推進事業としての委託料など、多くの新規・
拡充事業が見込まれ、花立、扶桑台地区への集団
浄化槽撤去費用の補助金、合併処理浄化槽の設置、
整備事業の拡充など、環境に繋がる施策もある。
町民の快適な生活環境と、安全・安心を守るため
の適切な予算内容と認める。

賛成討論賛成討論

大河原　光雄　議員

住民の命や
　　　暮らしを守れ！

　地方自治体の責務は、福祉の増進を第一歩とし、
福祉、教育に手厚い予算を計上し、住民の暮らしを
守るものでなければならない。光熱水費の高騰に伴
う生活支援などについては十分な施策が行われたと
は思えない。住民の命や暮らしを守る町政の務めを
十分に果たせているとは言えず、評価できない。

反対討論反対討論

荒木　孝三　議員

真に必要な事業を
　　　　　進める予算！

　予算総規模は、前年度比較で減額である。予算
配分は、各分野間のバランスに配慮され、これまで
の取り組みを着実に前に進められるものであり、町
民の安心・安全等の重要施策に関する経費が盛り
込まれた予算となっている。住民生活にとって真に
必要な事業を着実に前に進めることができる予算で
あると判断できる。

賛成討論賛成討論

千田　勝文　議員

敬老観劇会の予算は？

　令和７年度に「一時」中止となった敬老観劇会の予
算がない。「一時」の意味を拡大解釈して、当事者へ
の説明なく来年度も中止を続けてはいけない。物
価高騰対策では、水道料金の減免幅に偏りが生じる
仕組みであるので給付すべきだ。給食費無償化事
業は町外に通う、不登校、育休退園など制度から取
り残される子も救うべきだ。

反対討論反対討論

山田　惇起　議員

　
令
和
８
年
１
月
23
日（
金
）に
臨
時
会
を

開
催
し
、条
例
改
正
５
件
、補
正
予
算
４
件
、

承
認
案
１
件
の
審
議
を
行
い
ま
し
た
。
主

な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

扶
桑
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
国
家
公
務
員
の
給
与
改
定
に
準
じ
て
改

正
す
る
も
の
で
す
。

　
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
９
号
）は
、
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
６
２
６
３
万
円
を

追
加
し
、
総
額
１
４
１
億
２
３
３
７
万
１

千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
万
円
未
満
切
り
捨
て
）

戸
籍
附
票
シ
ス
テ
ム
旧
氏
記
載
対
応

委
託
料
　
　
　
　 

　
１
０
２
３
万
円

　
旧
氏
を
記
載
す
る
た
め
の
費
用
で
す
。

住
民
基
本
台
帳
法
第
９
条
第
２
項
通

知
一
括
取
込
等
対
応
委
託
料２６

０
万
円

　
戸
籍
の
届
出
を
住
所
地
以
外
で
提
出
し

た
時
に
、
市
町
村
間
で
届
出
内
容
の
通
知

を
一
括
で
取
り
込
む
た
め
の
シ
ス
テ
ム
導

入
で
す
。

条
例
改
正

一
般
会
計
補
正
予
算

空
調
設
備
室
外
機
修
繕
工
事
費
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
90
万
円

　
柏
森
小
学
校
の
空
調
設
備
室
外
機
の
破

損
に
よ
る
修
繕
工
事
で
す
。

中
学
校
体
育
館
空
調
設
備
設
置
工
事
費

１
億
８
２
５
７
万
円

　
扶
桑
中
・
扶
桑
北
中
学
校
体
育
館
に
新

た
に
空
調
設
備
を
整
備
す
る
工
事
で
す
。

１
月
臨
時
会

１
月
臨
時
会

令和７年度　議長交際費と政務活動費　報告
議長交際費執行状況

各会派等の収支報告内容

政務活動費収支報告
費目

会費
弔慰
激励
賛助
手土産
合計

桑政クラブ（７名） 
新政クラブ（４名） 
ふそう立志会（２名）
日本共産党（１名） 

公明党（１名）
無所属（１名）

収入（円） 支出（円） 返還金（円）
調査旅費 資料作成費 広報費 支出合計

420,000
240,000
120,000
60,000
60,000
60,000

277,280
184,060
92,030

0
67,583
68,473

資料購入費
166,600

0
0
0
0
0

研究研修費
0

33,000
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0

0
60,060
40,900

0
0
0

443,880
277,120
132,930

0
67,583
68,473

0
0
0

60,000
0
0

25,000
58,000
10,000
15,000
59,773

167,773 

3
6
1
3
5

18

件数 金額（円） ・交付対象　会派又は議員の職にある者
・交付金額　１人当たり年額６万円
・使途基準
（政務活動費を充てることができる経費の範囲）

　研究研修費（研修会等負担金、講師謝礼等）
　調査旅費（先進地調査経費）
　資料作成費（印刷製本費、翻訳料等）
　資料購入費（書籍、資料等の購入費）
　広報費（広報紙、報告書印刷費等）
　会議費（会議費、器材借上げ料等）

政務活動費収支報告書・議長交際費の詳細は町ホームページでも公開しています。

（避難所に指定された扶桑北中学校）

議案はこちらから
令和７年９月からＨＰに

掲載しています。

ふそう議会だより　268号／令和8年5月1日 8ふそう議会だより　268号／令和8年5月1日9



桑政クラブ
こんどう  　ひろし

近藤　裕 議員

無所属
やまだ　　あつき

山田 惇起 議員

（現在の中日２軍本拠地）

（側溝新設及び舗装修繕工事後の状況）

中
日
２
軍
新
本
拠
地
の
誘
致
方
針
は

誘
致
す
る
予
定
は
な
い

問
　
中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ

が
、
フ
ァ
ー
ム
本
拠
地
で

あ
る
ナ
ゴ
ヤ
球
場
の
移
転

を
周
辺
自
治
体
に
公
募
す

る
と
発
表
し
て
以
降
、
多

く
の
自
治
体
が
手
を
挙
げ

て
い
る
。
公
募
の
条
件
は
、

バ
ン
テ
リ
ン
ド
ー
ム
か
ら

車
で
原
則
１
時
間
以
内
、

公
共
交
通
機
関
で
無
理
な

く
ア
ク
セ
ス
で
き
る
、
そ

し
て
６
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上

の
十
分
な
広
さ
と
の
こ
と

だ
が
、
誘
致
の
考
え
は
。

答
　
総
務
部
長
　扶
桑
町

内
に
公
募
条
件
を
満
た
す

用
地
を
用
意
で
き
る
見
込

み
が
な
い
た
め
、
誘
致
す

る
予
定
は
な
い
。

問
　
地
域
に
根
差
す
プ
ロ

野
球
球
団
と
地
方
自
治
体

と
の
連
携
が
、
全
国
的
に

行
わ
れ
て
い
る
。
球
場
移

転
に
限
ら
ず
、
長
い
目
で

見
た
時
に
、
連
携
を
通
じ

て
関
係
性
を
築
く
こ
と
は

扶
桑
町
の
Ｐ
Ｒ
や
ス
ポ
ー

ツ
振
興
、
移
住
政
策
な
ど

多
様
な
観
点
か
ら
重
要
だ

と
考
え
る
が
、
他
の
形
で

の
連
携
は
考
え
て
い
る
か
。

答
　
総
務
部
長
　基
本
的

に
中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
と
の

連
携
は
考
え
て
い
な
い
。

現
在
も
民
間
レ
ベ
ル
で
野

球
教
室
な
ど
が
行
わ
れ
て

い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い

る
。
今
後
、
民
間
レ
ベ
ル

で
野
球
教
室
な
ど
に
は
協

力
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

土
木
地
区
要
望
の
有
効
な
実
施
は

住
民
に
説
明
し
効
率
的
に
進
め
る

問
　
扶
桑
町
で
は
地
域
か

ら
の
土
木
事
業
要
望
に
つ

い
て
、
２
年
に一度
、
地
区

毎
に
提
出
を
求
め
て
い

る
。
各
地
区
か
ら
の
要
望

数
に
対
す
る
実
績
は
。

答
　
産
業
建
設
部
長
　令

和
４
・
５
年
度
分
の
土
木

地
区
要
望
に
対
す
る
達
成

数
は
、
側
溝
の
新
設
要
望

55
箇
所
に
対
し
て
19
箇

所
、
側
溝
の
修
繕
要
望
65

箇
所
に
対
し
て
24
箇
所
、

舗
装
の
新
設
要
望
11
箇
所

に
対
し
て
５
箇
所
、
舗
装

の
修
繕
要
望
56
箇
所
に
対

し
て
34
箇
所
、
街
路
灯
の

設
置
要
望
50
箇
所
に
対

し
て
42
箇
所
、
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
の
設
置
要
望
46
箇
所

に
対
し
て
25
箇
所
で
あ

る
。

問
　
厳
し
い
予
算
の
中
、

住
民
が
望
む
住
み
や
す
い

環
境
を
整
備
し
て
い
く
よ

り
良
い
方
法
は
。

答
　
産
業
建
設
部
長
　住

民
の
要
望
に
対
し
、
現
地

確
認
を
行
い
、
優
先
順
位

を
決
め
、
効
果
的
か
つ
効

率
的
に
整
備
を
実
施
し
て

い
く
。
未
実
施
に
な
っ
て

い
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、

構
造
的
な
問
題
や
緊
急

性
・
危
険
性
の
優
先
度
か

ら
先
送
り
し
て
い
る
こ
と

や
、
他
の
方
法
で
の
提
案

な
ど
、
明
確
な
理
由
を
地

区
要
望
書
に
記
載
す
る
と

共
に
、
駐
在
員
を
通
じ
住

民
に
説
明
し
対
応
を
図
っ

て
い
く
。

桑政クラブ
さわだ　 のりひろ

澤田 憲宏 議員

（高雄宮島交差点東の踏切）

一
般
質
問

8
議
員
が
質
問

質問者 件　名 ページ

熱中症予防の安全確保は

中日２軍新本拠地の誘致方針は

土木地区要望の有効な実施は

コンビニ交付の拡充は

療育手帳更新前に案内を

学校施設のバリアフリー化は

廃プラスチックの分類は

（仮称）新愛岐大橋周辺の交通は

10

11

11

12

12

13

13

14

澤田　憲宏

山田　惇起

近藤　　裕

片野　泰雅

佐藤智恵子

大河原光雄

和田　佳活

荒木　孝三

扶桑町ホームページ
「一般質問録画配信」

「扶桑町議会 一般質問
通告書一覧」

熱
中
症
予
防
の
安
全
確
保
は

各
小
学
校
の
教
室
に
冷
凍
庫
を
設
置

問
　
熱
中
症
の
疑
い
で
救

急
搬
送
に
至
る
ケ
ー
ス

は
。

答
　
教
育
部
長
　熱
中
症

の
疑
い
が
あ
っ
た
小
学
生

は
、
令
和
６
年
度
７
名
、

令
和
７
年
度
５
名
で
搬
送

に
は
至
っ
て
い
な
い
。

問
　
特
に
交
通
安
全
に
注

意
す
べ
き
箇
所
は
。

答
　
教
育
部
長
　令
和
７

年
度
は
柏
森
小
学
校
６
箇

所
、
高
雄
小
学
校
４
箇
所
、

山
名
小
学
校
12
箇
所
、
扶

桑
東
小
学
校
１
箇
所
、
扶

桑
中
学
校
０
箇
所
、
扶
桑

北
中
学
校
１
箇
所
で
報
告

さ
れ
て
い
る
。
例
年
報
告

さ
れ
る
危
険
箇
所
は
県
道

斎
藤
羽
黒
線
の
歩
道
、
南

山
名
逆
巻
交
差
点
付
近
、

小
淵
神
明
社
か
ら
山
那
交

差
点
の
歩
道
、
高
雄
宮
島

交
差
点
東
の
踏
切
が
あ
る
。

問
　
防
犯
、
熱
中
症
予
防

の
安
全
確
保
は
。

答
　
教
育
部
長
　防
犯
面

で
は
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
に

よ
る
見
守
り
や
子
ど
も
１

１
０
番
の
家
な
ど
緊
急
避

難
場
所
の
活
用
、
不
審
者

情
報
を
ア
プ
リ
で
保
護
者

が
す
ぐ
に
確
認
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
る
。
熱
中
症

予
防
の
面
で
は
水
筒
の
持

参
、帽
子
や
日
傘
の
使
用
、

ネ
ッ
ク
ク
ー
ラ
ー
や
保
冷

剤
の
活
用
な
ど
暑
さ
対
策

の
推
奨
を
し
て
い
る
。
令

和
８
年
度
に
は
各
小
学
校

に
冷
凍
庫
を
設
置
す
る
。
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桑政クラブ
こんどう  　ひろし

近藤　裕 議員

無所属
やまだ　　あつき

山田 惇起 議員

（現在の中日２軍本拠地）

（側溝新設及び舗装修繕工事後の状況）

中
日
２
軍
新
本
拠
地
の
誘
致
方
針
は

誘
致
す
る
予
定
は
な
い

問
　
中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ

が
、
フ
ァ
ー
ム
本
拠
地
で

あ
る
ナ
ゴ
ヤ
球
場
の
移
転

を
周
辺
自
治
体
に
公
募
す

る
と
発
表
し
て
以
降
、
多

く
の
自
治
体
が
手
を
挙
げ

て
い
る
。
公
募
の
条
件
は
、

バ
ン
テ
リ
ン
ド
ー
ム
か
ら

車
で
原
則
１
時
間
以
内
、

公
共
交
通
機
関
で
無
理
な

く
ア
ク
セ
ス
で
き
る
、
そ

し
て
６
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上

の
十
分
な
広
さ
と
の
こ
と

だ
が
、
誘
致
の
考
え
は
。

答
　
総
務
部
長
　扶
桑
町

内
に
公
募
条
件
を
満
た
す

用
地
を
用
意
で
き
る
見
込

み
が
な
い
た
め
、
誘
致
す

る
予
定
は
な
い
。

問
　
地
域
に
根
差
す
プ
ロ

野
球
球
団
と
地
方
自
治
体

と
の
連
携
が
、
全
国
的
に

行
わ
れ
て
い
る
。
球
場
移

転
に
限
ら
ず
、
長
い
目
で

見
た
時
に
、
連
携
を
通
じ

て
関
係
性
を
築
く
こ
と
は

扶
桑
町
の
Ｐ
Ｒ
や
ス
ポ
ー

ツ
振
興
、
移
住
政
策
な
ど

多
様
な
観
点
か
ら
重
要
だ

と
考
え
る
が
、
他
の
形
で

の
連
携
は
考
え
て
い
る
か
。

答
　
総
務
部
長
　基
本
的

に
中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
と
の

連
携
は
考
え
て
い
な
い
。

現
在
も
民
間
レ
ベ
ル
で
野

球
教
室
な
ど
が
行
わ
れ
て

い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い

る
。
今
後
、
民
間
レ
ベ
ル

で
野
球
教
室
な
ど
に
は
協

力
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

土
木
地
区
要
望
の
有
効
な
実
施
は

住
民
に
説
明
し
効
率
的
に
進
め
る

問
　
扶
桑
町
で
は
地
域
か

ら
の
土
木
事
業
要
望
に
つ

い
て
、
２
年
に一度
、
地
区

毎
に
提
出
を
求
め
て
い

る
。
各
地
区
か
ら
の
要
望

数
に
対
す
る
実
績
は
。

答
　
産
業
建
設
部
長
　令

和
４
・
５
年
度
分
の
土
木

地
区
要
望
に
対
す
る
達
成

数
は
、
側
溝
の
新
設
要
望

55
箇
所
に
対
し
て
19
箇

所
、
側
溝
の
修
繕
要
望
65

箇
所
に
対
し
て
24
箇
所
、

舗
装
の
新
設
要
望
11
箇
所

に
対
し
て
５
箇
所
、
舗
装

の
修
繕
要
望
56
箇
所
に
対

し
て
34
箇
所
、
街
路
灯
の

設
置
要
望
50
箇
所
に
対

し
て
42
箇
所
、
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
の
設
置
要
望
46
箇
所

に
対
し
て
25
箇
所
で
あ

る
。

問
　
厳
し
い
予
算
の
中
、

住
民
が
望
む
住
み
や
す
い

環
境
を
整
備
し
て
い
く
よ

り
良
い
方
法
は
。

答
　
産
業
建
設
部
長
　住

民
の
要
望
に
対
し
、
現
地

確
認
を
行
い
、
優
先
順
位

を
決
め
、
効
果
的
か
つ
効

率
的
に
整
備
を
実
施
し
て

い
く
。
未
実
施
に
な
っ
て

い
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、

構
造
的
な
問
題
や
緊
急

性
・
危
険
性
の
優
先
度
か

ら
先
送
り
し
て
い
る
こ
と

や
、
他
の
方
法
で
の
提
案

な
ど
、
明
確
な
理
由
を
地

区
要
望
書
に
記
載
す
る
と

共
に
、
駐
在
員
を
通
じ
住

民
に
説
明
し
対
応
を
図
っ

て
い
く
。

桑政クラブ
さわだ　 のりひろ

澤田 憲宏 議員

（高雄宮島交差点東の踏切）

一
般
質
問

8
議
員
が
質
問

質問者 件　名 ページ

熱中症予防の安全確保は

中日２軍新本拠地の誘致方針は

土木地区要望の有効な実施は

コンビニ交付の拡充は

療育手帳更新前に案内を

学校施設のバリアフリー化は

廃プラスチックの分類は

（仮称）新愛岐大橋周辺の交通は

10

11

11

12

12

13

13

14

澤田　憲宏

山田　惇起

近藤　　裕

片野　泰雅

佐藤智恵子

大河原光雄

和田　佳活

荒木　孝三

扶桑町ホームページ
「一般質問録画配信」

「扶桑町議会 一般質問
通告書一覧」

熱
中
症
予
防
の
安
全
確
保
は

各
小
学
校
の
教
室
に
冷
凍
庫
を
設
置

問
　
熱
中
症
の
疑
い
で
救

急
搬
送
に
至
る
ケ
ー
ス

は
。

答
　
教
育
部
長
　熱
中
症

の
疑
い
が
あ
っ
た
小
学
生

は
、
令
和
６
年
度
７
名
、

令
和
７
年
度
５
名
で
搬
送

に
は
至
っ
て
い
な
い
。

問
　
特
に
交
通
安
全
に
注

意
す
べ
き
箇
所
は
。

答
　
教
育
部
長
　令
和
７

年
度
は
柏
森
小
学
校
６
箇

所
、
高
雄
小
学
校
４
箇
所
、

山
名
小
学
校
12
箇
所
、
扶

桑
東
小
学
校
１
箇
所
、
扶

桑
中
学
校
０
箇
所
、
扶
桑

北
中
学
校
１
箇
所
で
報
告

さ
れ
て
い
る
。
例
年
報
告

さ
れ
る
危
険
箇
所
は
県
道

斎
藤
羽
黒
線
の
歩
道
、
南

山
名
逆
巻
交
差
点
付
近
、

小
淵
神
明
社
か
ら
山
那
交

差
点
の
歩
道
、
高
雄
宮
島

交
差
点
東
の
踏
切
が
あ
る
。

問
　
防
犯
、
熱
中
症
予
防

の
安
全
確
保
は
。

答
　
教
育
部
長
　防
犯
面

で
は
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
に

よ
る
見
守
り
や
子
ど
も
１

１
０
番
の
家
な
ど
緊
急
避

難
場
所
の
活
用
、
不
審
者

情
報
を
ア
プ
リ
で
保
護
者

が
す
ぐ
に
確
認
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
る
。
熱
中
症

予
防
の
面
で
は
水
筒
の
持

参
、帽
子
や
日
傘
の
使
用
、

ネ
ッ
ク
ク
ー
ラ
ー
や
保
冷

剤
の
活
用
な
ど
暑
さ
対
策

の
推
奨
を
し
て
い
る
。
令

和
８
年
度
に
は
各
小
学
校

に
冷
凍
庫
を
設
置
す
る
。
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新政クラブ
わだ　　よしかつ

和田 佳活 議員

ふそう立志会
おおかわら　みつお

大河原光雄 議員

公明党
さとう　　ちえこ 

佐藤智恵子 議員

新政クラブ
かたの    たいが

片野 泰雅 議員（扶桑東小学校の多目的トイレ）

（建設が進む新ごみ処理施設）

学
校
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
は

整
備
推
進
の
目
標
は
未
達
成

問
　
学
校
施
設
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
は
、
整
備
目
標

に
対
し
て
十
分
な
進
捗
が

見
込
め
て
い
な
い
状
況
に

あ
る
。
現
状
と
課
題
は
。

答
　
教
育
部
長
　全
て
の

小
中
学
校
に
車
椅
子
使
用

者
用
ト
イ
レ
を
設
置
し
、

達
成
率
は
１
０
０
％
と
な
っ

て
い
る
が
、
数
が
少
な
い
こ

と
が
課
題
で
、
ス
ロ
ー
プ

等
に
よ
る
段
差
解
消
で
は
、

動
線
に
よ
っ
て
緊
急
時
の
避

難
に
困
難
を
要
す
る
場
合

が
想
定
さ
れ
る
。
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
は
全
て
の
学
校
に
お
い

て
現
時
点
で
未
設
置
と
な
っ

て
い
る
。
今
後
、
学
校
施

設
の
長
寿
命
化
改
修
や
大

規
模
改
修
の
機
会
を
捉
え

な
が
ら
、
施
設
の
状
況
や

要
配
慮
者
の
実
態
を
踏
ま

え
、
環
境
整
備
を
目
指
し

て
い
く
。

避
難
所
ト
イ
レ
の
拡
充
は

問
　
災
害
時
用
ト
イ
レ
の

現
状
と
整
備
拡
充
の
方
針

は
。

答
　
生
活
安
全
部
長
　指

定
避
難
所
は
、
令
和
６
年

に
丹
羽
高
校
、
令
和
７
年

に
扶
桑
中
学
校
と
扶
桑
北

中
学
校
を
新
た
に
指
定

し
、
17
箇
所
で
１
５
０
基

の
ト
イ
レ
を
設
置
、
多
機

能
ト
イ
レ
は
11
基
、
洋
式

ト
イ
レ
化
率
は
70
％
と

な
っ
て
い
る
。数
量
、種
別
、

方
法
な
ど
様
々
な
形
で
検

討
し
て
整
備
拡
充
を
図
っ

て
い
く
。

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
分
類
は

新
ご
み
処
理
施
設
稼
働
時
に
分
別
変
更

問
　
令
和
10
年
新
ご
み
処

理
施
設
供
用
開
始
に
向
け

て
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
取

り
扱
い
は
。

答
　
生
活
安
全
部
長
　令

和
３
年
に
公
布
さ
れ
た

「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
係
る
資

源
循
環
の
促
進
等
に
関
す

る
法
律
」で
は
、
資
源
収

集
量
の
拡
大
を
図
る
こ
と

を
目
指
し
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
容
器
包
装
以
外
の
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
使
用
製
品
廃
棄

物
も
リ
サ
イ
ク
ル
を
可
能

と
す
る
仕
組
み
が
設
け
ら

れ
た
。「
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」

の
中
か
ら
法
令
や
手
引
書

に
基
づ
き
、
分
類
の
基
準

を
定
め
、
分
別
収
集
、
リ

サ
イ
ク
ル
を
開
始
す
る
予

定
で
あ
る
。
こ
の
分
類
に

該
当
し
な
い「
廃
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
類
」は
、
可
燃
性
ご

み
と
し
て
焼
却
す
る
方
向

で
検
討
中
で
あ
る
。

問
　
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ

る
医
療
ご
み
の
取
り
扱
い

は
。

答
　
生
活
安
全
部
長
　廃

棄
は
、
新
ご
み
処
理
施
設

で
の
焼
却
も
可
能
で
あ
る

が
、
取
り
扱
う
方
々
の
安

全
性
を
考
え
協
議
を
行
っ

て
い
く
。

問
　
今
後
の
可
燃
性
ご
み

の
削
減
と
分
別
の
取
り
組

み
は
。

答
　
生
活
安
全
部
長
　新

ご
み
処
理
施
設
稼
働
に
向

け
て
、
特
に
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
品
の
分
別
が
こ
れ
ま

で
と
変
わ
る
。
今
後
も
、

住
民
に
向
け
た
P
R
を

し
っ
か
り
行
い
、
ご
み
の

減
量
・
分
別
の
徹
底
に
努

め
る
。

（コンビニの証明書発行機）

コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
拡
充
は

税
証
明
書
を
追
加
予
定

問
　「
書
か
な
い
窓
口
」や

「
自
宅
で
の
手
続
き
」な
ど

の
業
務
の
効
率
化
は「
住

基
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
」の

対
応
で
前
進
す
る
も
の
と

考
え
る
。
シ
ス
テ
ム
の
標

準
化
は
、
国
が
定
め
た
方

針
に
基
づ
き
、
令
和
７
年

度
ま
で
の
段
階
的
な
移
行

が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、

扶
桑
町
に
お
け
る
移
行
準

備
状
況
と
、
具
体
的
な
切

替
時
期
は
。

答
　
総
務
部
長
　標
準
シ

ス
テ
ム
へ
の
移
行
は
既
に
完

了
し
て
お
り
、
令
和
８
年
２

月
２
日
よ
り
標
準
シ
ス
テ
ム

の
運
用
を
開
始
し
て
い
る
。

問
　
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
税

証
明
発
行
の
追
加
、
収
納

に
関
し
て
現
在
行
っ
て
い

る
税
業
務
以
外
のｅ
Ｌ-

Ｑ

Ｒ（
地
方
税
統
一
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
）の
拡
張
に
つ
い
て
実
施

さ
れ
れ
ば
、「
書
か
な
い
窓

口
」、「
自
宅
で
の
手
続
き
」

の
導
入
な
ど
住
民
が
直
接

メ
リ
ッ
ト
を
実
感
で
き
る

と
思
う
が
、
町
の
考
え
は
。

答
　
総
務
部
長
　コ
ン
ビ

ニ
交
付
に
つ
い
て
は
、
現

在
の
住
民
票
、
印
鑑
登
録

証
明
書
以
外
に
、
令
和
８

年
度
中
に
税
証
明
書
を
追

加
す
る
予
定
を
し
て
い

る
。
ま
た
、ｅ
Ｌ-

Ｑ
Ｒ
は
、

新
シ
ス
テ
ム
の
標
準
仕
様

で
納
付
書
に
追
加
さ
れ
て

い
る
が
、
後
期
高
齢
者
保

険
料
・
介
護
保
険
料
・
保

育
料
は
今
の
と
こ
ろ
標
準

仕
様
に
は
な
い
が
、
今
後
、

拡
充
し
て
い
く
も
の
と
思

わ
れ
る
。

（療育手帳交付申請の流れ）

療
育
手
帳
更
新
前
に
案
内
を

３
ヶ
月
前
に
郵
送
に
て
案
内
す
る

問
　
障
害
者
手
帳（
療
育

手
帳
）の
更
新
方
法
は
。

答
　
健
康
福
祉
部
長
　手

帳
に
記
載
の「
次
の
判
定

年
月
」と
い
う
欄
に
示
さ

れ
て
い
る
月
ま
で
に
再
判

定
を
受
け
て
い
た
だ
き
、

手
続
き
を
行
っ
て
い
る
。

問
　
療
育
手
帳
は
知
的
障

害
が
あ
る
と
判
定
さ
れ
た

方
に
交
付
さ
れ
る
手
帳
だ

が
、
更
新
時
期
を
利
用
者

自
身
が
管
理
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
期
限
切
れ
を

防
ぐ
た
め
、
更
新
前
に
お

知
ら
せ
が
で
き
な
い
か
。

答
　
健
康
福
祉
部
長
　手

続
き
を
失
念
し
な
い
よ

う
、
更
新
３
ヶ
月
前
に
郵

送
に
て
お
知
ら
せ
を
し
て

い
く
。

問
　
日
常
生
活
用
具
給
付

事
業
の
中
で
、
利
用
の
多

い
も
の
は
ス
ト
マ
と
紙
お

む
つ
で
あ
る
が
、
利
用
更

新
申
請
も
そ
の
都
度
窓
口

で
手
続
き
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
利
用
者
の
利
便

性
向
上
の
取
り
組
み
の
考

え
は
。

答
　
健
康
福
祉
部
長
　令

和
８
年
４
月
か
ら
は
、
窓

口
で
の
申
請
に
加
え
、
オ

ン
ラ
イ
ン
手
続
き
が
可
能

と
な
る
よ
う
準
備
し
て
い

る
。
窓
口
に
お
越
し
の
際

や
更
新
を
迎
え
る
予
定
の

利
用
者
の
方
に
も
案
内
文

を
送
付
し
、
利
便
性
向
上

に
努
め
る
。
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新政クラブ
わだ　　よしかつ

和田 佳活 議員

ふそう立志会
おおかわら　みつお

大河原光雄 議員

公明党
さとう　　ちえこ 

佐藤智恵子 議員

新政クラブ
かたの    たいが

片野 泰雅 議員（扶桑東小学校の多目的トイレ）

（建設が進む新ごみ処理施設）

学
校
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
は

整
備
推
進
の
目
標
は
未
達
成

問
　
学
校
施
設
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
は
、
整
備
目
標

に
対
し
て
十
分
な
進
捗
が

見
込
め
て
い
な
い
状
況
に

あ
る
。
現
状
と
課
題
は
。

答
　
教
育
部
長
　全
て
の

小
中
学
校
に
車
椅
子
使
用

者
用
ト
イ
レ
を
設
置
し
、

達
成
率
は
１
０
０
％
と
な
っ

て
い
る
が
、
数
が
少
な
い
こ

と
が
課
題
で
、
ス
ロ
ー
プ

等
に
よ
る
段
差
解
消
で
は
、

動
線
に
よ
っ
て
緊
急
時
の
避

難
に
困
難
を
要
す
る
場
合

が
想
定
さ
れ
る
。
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
は
全
て
の
学
校
に
お
い

て
現
時
点
で
未
設
置
と
な
っ

て
い
る
。
今
後
、
学
校
施

設
の
長
寿
命
化
改
修
や
大

規
模
改
修
の
機
会
を
捉
え

な
が
ら
、
施
設
の
状
況
や

要
配
慮
者
の
実
態
を
踏
ま

え
、
環
境
整
備
を
目
指
し

て
い
く
。

避
難
所
ト
イ
レ
の
拡
充
は

問
　
災
害
時
用
ト
イ
レ
の

現
状
と
整
備
拡
充
の
方
針

は
。

答
　
生
活
安
全
部
長
　指

定
避
難
所
は
、
令
和
６
年

に
丹
羽
高
校
、
令
和
７
年

に
扶
桑
中
学
校
と
扶
桑
北

中
学
校
を
新
た
に
指
定

し
、
17
箇
所
で
１
５
０
基

の
ト
イ
レ
を
設
置
、
多
機

能
ト
イ
レ
は
11
基
、
洋
式

ト
イ
レ
化
率
は
70
％
と

な
っ
て
い
る
。数
量
、種
別
、

方
法
な
ど
様
々
な
形
で
検

討
し
て
整
備
拡
充
を
図
っ

て
い
く
。

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
分
類
は

新
ご
み
処
理
施
設
稼
働
時
に
分
別
変
更

問
　
令
和
10
年
新
ご
み
処

理
施
設
供
用
開
始
に
向
け

て
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
取

り
扱
い
は
。

答
　
生
活
安
全
部
長
　令

和
３
年
に
公
布
さ
れ
た

「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
係
る
資

源
循
環
の
促
進
等
に
関
す

る
法
律
」で
は
、
資
源
収

集
量
の
拡
大
を
図
る
こ
と

を
目
指
し
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
容
器
包
装
以
外
の
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
使
用
製
品
廃
棄

物
も
リ
サ
イ
ク
ル
を
可
能

と
す
る
仕
組
み
が
設
け
ら

れ
た
。「
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」

の
中
か
ら
法
令
や
手
引
書

に
基
づ
き
、
分
類
の
基
準

を
定
め
、
分
別
収
集
、
リ

サ
イ
ク
ル
を
開
始
す
る
予

定
で
あ
る
。
こ
の
分
類
に

該
当
し
な
い「
廃
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
類
」は
、
可
燃
性
ご

み
と
し
て
焼
却
す
る
方
向

で
検
討
中
で
あ
る
。

問
　
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ

る
医
療
ご
み
の
取
り
扱
い

は
。

答
　
生
活
安
全
部
長
　廃

棄
は
、
新
ご
み
処
理
施
設

で
の
焼
却
も
可
能
で
あ
る

が
、
取
り
扱
う
方
々
の
安

全
性
を
考
え
協
議
を
行
っ

て
い
く
。

問
　
今
後
の
可
燃
性
ご
み

の
削
減
と
分
別
の
取
り
組

み
は
。

答
　
生
活
安
全
部
長
　新

ご
み
処
理
施
設
稼
働
に
向

け
て
、
特
に
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
品
の
分
別
が
こ
れ
ま

で
と
変
わ
る
。
今
後
も
、

住
民
に
向
け
た
P
R
を

し
っ
か
り
行
い
、
ご
み
の

減
量
・
分
別
の
徹
底
に
努

め
る
。

（コンビニの証明書発行機）

コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
拡
充
は

税
証
明
書
を
追
加
予
定

問
　「
書
か
な
い
窓
口
」や

「
自
宅
で
の
手
続
き
」な
ど

の
業
務
の
効
率
化
は「
住

基
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
」の

対
応
で
前
進
す
る
も
の
と

考
え
る
。
シ
ス
テ
ム
の
標

準
化
は
、
国
が
定
め
た
方

針
に
基
づ
き
、
令
和
７
年

度
ま
で
の
段
階
的
な
移
行

が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、

扶
桑
町
に
お
け
る
移
行
準

備
状
況
と
、
具
体
的
な
切

替
時
期
は
。

答
　
総
務
部
長
　標
準
シ

ス
テ
ム
へ
の
移
行
は
既
に
完

了
し
て
お
り
、
令
和
８
年
２

月
２
日
よ
り
標
準
シ
ス
テ
ム

の
運
用
を
開
始
し
て
い
る
。

問
　
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
税

証
明
発
行
の
追
加
、
収
納

に
関
し
て
現
在
行
っ
て
い

る
税
業
務
以
外
のｅ
Ｌ-

Ｑ

Ｒ（
地
方
税
統
一
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
）の
拡
張
に
つ
い
て
実
施

さ
れ
れ
ば
、「
書
か
な
い
窓

口
」、「
自
宅
で
の
手
続
き
」

の
導
入
な
ど
住
民
が
直
接

メ
リ
ッ
ト
を
実
感
で
き
る

と
思
う
が
、
町
の
考
え
は
。

答
　
総
務
部
長
　コ
ン
ビ

ニ
交
付
に
つ
い
て
は
、
現

在
の
住
民
票
、
印
鑑
登
録

証
明
書
以
外
に
、
令
和
８

年
度
中
に
税
証
明
書
を
追

加
す
る
予
定
を
し
て
い

る
。
ま
た
、ｅ
Ｌ-

Ｑ
Ｒ
は
、

新
シ
ス
テ
ム
の
標
準
仕
様

で
納
付
書
に
追
加
さ
れ
て

い
る
が
、
後
期
高
齢
者
保

険
料
・
介
護
保
険
料
・
保

育
料
は
今
の
と
こ
ろ
標
準

仕
様
に
は
な
い
が
、
今
後
、

拡
充
し
て
い
く
も
の
と
思

わ
れ
る
。

（療育手帳交付申請の流れ）

療
育
手
帳
更
新
前
に
案
内
を

３
ヶ
月
前
に
郵
送
に
て
案
内
す
る

問
　
障
害
者
手
帳（
療
育

手
帳
）の
更
新
方
法
は
。

答
　
健
康
福
祉
部
長
　手

帳
に
記
載
の「
次
の
判
定

年
月
」と
い
う
欄
に
示
さ

れ
て
い
る
月
ま
で
に
再
判

定
を
受
け
て
い
た
だ
き
、

手
続
き
を
行
っ
て
い
る
。

問
　
療
育
手
帳
は
知
的
障

害
が
あ
る
と
判
定
さ
れ
た

方
に
交
付
さ
れ
る
手
帳
だ

が
、
更
新
時
期
を
利
用
者

自
身
が
管
理
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
期
限
切
れ
を

防
ぐ
た
め
、
更
新
前
に
お

知
ら
せ
が
で
き
な
い
か
。

答
　
健
康
福
祉
部
長
　手

続
き
を
失
念
し
な
い
よ

う
、
更
新
３
ヶ
月
前
に
郵

送
に
て
お
知
ら
せ
を
し
て

い
く
。

問
　
日
常
生
活
用
具
給
付

事
業
の
中
で
、
利
用
の
多

い
も
の
は
ス
ト
マ
と
紙
お

む
つ
で
あ
る
が
、
利
用
更

新
申
請
も
そ
の
都
度
窓
口

で
手
続
き
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
利
用
者
の
利
便

性
向
上
の
取
り
組
み
の
考

え
は
。

答
　
健
康
福
祉
部
長
　令

和
８
年
４
月
か
ら
は
、
窓

口
で
の
申
請
に
加
え
、
オ

ン
ラ
イ
ン
手
続
き
が
可
能

と
な
る
よ
う
準
備
し
て
い

る
。
窓
口
に
お
越
し
の
際

や
更
新
を
迎
え
る
予
定
の

利
用
者
の
方
に
も
案
内
文

を
送
付
し
、
利
便
性
向
上

に
努
め
る
。
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日本共産党
あらき   こうぞう

荒木 孝三 議員

（山名小学校付近の路面カラー塗装）

（
仮
称
）新
愛
岐
大
橋
周
辺
の
交
通
は

路
面
の
カ
ラ
ー
塗
装
等
の
整
備

問
　
完
成
後
は
、
渋
滞
緩

和
や
地
域
の
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
改
善
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。
開
通
す
れ
ば

通
勤
・
通
学
の
時
間
帯
に

岐
阜
県
か
ら
の
車
両
が
増

加
し
、
安
全
対
策
は
。

答
　
産
業
建
設
部
長
　付

近
住
民
の
方
と
実
施
し
た

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
提
案

が
あ
っ
た
路
面
の
カ
ラ
ー

塗
装
な
ど
の
交
通
安
全
対

策
工
事
を
し
て
い
る
。
開

通
後
の
交
通
を
想
定
し
て

工
事
を
し
て
い
る
が
、
新

た
な
課
題
が
発
生
し
た
場

合
、
関
連
部
局
と
協
力
し

交
通
安
全
に
務
め
る
。

問
　
町
内
の
道
路
状
況

は
、
歩
道
の
安
全
、
交
差

点
の
改
良
な
ど
進
ん
で
い

な
い
。「
開
通
し
た
ら
ど
う

　
担
当
職
員
と
議
員
12
名
で（
仮
称
）新
愛
岐
大
橋
岐
阜
県

側
の
視
察
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
視
察
内
容
は
主
に
、
建
設
に
お
け
る
工
法
や
進
行
手
順

を
着
工
企
業
の
監
督
者
に
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
実
際
の
工
事
現
場
に
行
く
こ
と
で
完
成
が
近
づ
い
て
い

る
こ
と
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　
令
和
11
年
度
中
に
完
成
予
定
で
は
あ
り
ま
す
が
、
物
価

高
騰
等
の
社
会
的
背
景
に
よ
り
工
期
の
延
長
の
懸
念
も
あ

り
ま
す
。

な
る
か
」住
民
の
不
安
は

増
す
ば
か
り
。
昼
間
で
も

自
転
車
通
行
の
危
険
性
を

感
じ
る
と
の
声
が
多
く
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。
抜
け
道

対
策
の
考
え
は
。

答
　
産
業
建
設
部
長
　付

近
道
路
の
交
通
量
増
加
が

考
え
ら
れ
る
が
、ス
ム
ー
ズ

に
通
行
で
き
る
よ
う
に
、

小
渕
交
差
点
か
ら
イ
オ
ン

北
側
の
仲
畑
交
差
点
ま

で
、
信
号
機
の
設
置
さ
れ

て
い
る
交
差
点
に
右
折
帯

を
新
設
す
る
計
画
を
し
て

い
る
。
開
通
後
、
付
近
生

活
道
路
を
抜
け
道
と
し
て

通
行
が
あ
れ
ば
、
注
意
看

板
の
設
置
等
の
対
策
を
講

じ
る
。

追跡レポート

※これまでの一般質問や提言が、
　町政にどう反映されているのか、追跡します。

その後どうなった

議会視察

令和８年２月１９日（木）

（仮称）新愛岐大橋

役
場
庁
舎
窓
口
受
付
短
縮
に

つ
い
て

令
和
６
年
12
月
議
会
一
般
質
問

令
和
７
年
９
月
予
算
決
算
特
別
委
員
会

働
き
方
改
革
の
一
環
と
し
て
、
開
庁
時
間
の

短
縮
を
し
て
は
ど
う
か
。

受
付
時
間
と
勤
務
時
間
が
同
一
で
あ
り
、
準
備
や

閉
庁
後
の
片
付
け
な
ど
を
勤
務
時
間
外
に
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
窓
口
受
付
時
間
を
見
直

し
ま
す
。
令
和
８
年
７
月
１
日
か
ら
実
施
。

【
対
象
施
設
】

　
＊
役
場
、
保
健
セ
ン
タ
ー

【
変
更
内
容
】

　
＊
現
在
　
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　
＊
変
更
後
　
午
前
８
時
45
分
〜
午
後
５
時
00
分

（令和 7 年１０月１１日（土）に開催した小中学生のフリー
 スピーチに参加していただいた皆さん）

令和７年度特別委員会の主な活動

議会改革特別委員会
議会運営部会
　・ペーパーレス化についての導入システム検討

議会だより編集特別委員会
・委員会 17 回開催
・愛知県町村議会議長会広報研修会
　の参加広報広聴部会

　・小中学生のフリースピーチ開催
　・来年度実施予定の「小中学生のフリースピー
　　チ」日程協議

（議会だより編集特別委員会の様子）
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日本共産党
あらき   こうぞう

荒木 孝三 議員

（山名小学校付近の路面カラー塗装）

（
仮
称
）新
愛
岐
大
橋
周
辺
の
交
通
は

路
面
の
カ
ラ
ー
塗
装
等
の
整
備

問
　
完
成
後
は
、
渋
滞
緩

和
や
地
域
の
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
改
善
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。
開
通
す
れ
ば

通
勤
・
通
学
の
時
間
帯
に

岐
阜
県
か
ら
の
車
両
が
増

加
し
、
安
全
対
策
は
。

答
　
産
業
建
設
部
長
　付

近
住
民
の
方
と
実
施
し
た

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
提
案

が
あ
っ
た
路
面
の
カ
ラ
ー

塗
装
な
ど
の
交
通
安
全
対

策
工
事
を
し
て
い
る
。
開

通
後
の
交
通
を
想
定
し
て

工
事
を
し
て
い
る
が
、
新

た
な
課
題
が
発
生
し
た
場

合
、
関
連
部
局
と
協
力
し

交
通
安
全
に
務
め
る
。

問
　
町
内
の
道
路
状
況

は
、
歩
道
の
安
全
、
交
差

点
の
改
良
な
ど
進
ん
で
い

な
い
。「
開
通
し
た
ら
ど
う

　
担
当
職
員
と
議
員
12
名
で（
仮
称
）新
愛
岐
大
橋
岐
阜
県

側
の
視
察
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
視
察
内
容
は
主
に
、
建
設
に
お
け
る
工
法
や
進
行
手
順

を
着
工
企
業
の
監
督
者
に
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
実
際
の
工
事
現
場
に
行
く
こ
と
で
完
成
が
近
づ
い
て
い

る
こ
と
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　
令
和
11
年
度
中
に
完
成
予
定
で
は
あ
り
ま
す
が
、
物
価

高
騰
等
の
社
会
的
背
景
に
よ
り
工
期
の
延
長
の
懸
念
も
あ

り
ま
す
。

な
る
か
」住
民
の
不
安
は

増
す
ば
か
り
。
昼
間
で
も

自
転
車
通
行
の
危
険
性
を

感
じ
る
と
の
声
が
多
く
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。
抜
け
道

対
策
の
考
え
は
。

答
　
産
業
建
設
部
長
　付

近
道
路
の
交
通
量
増
加
が

考
え
ら
れ
る
が
、ス
ム
ー
ズ

に
通
行
で
き
る
よ
う
に
、

小
渕
交
差
点
か
ら
イ
オ
ン

北
側
の
仲
畑
交
差
点
ま

で
、
信
号
機
の
設
置
さ
れ

て
い
る
交
差
点
に
右
折
帯

を
新
設
す
る
計
画
を
し
て

い
る
。
開
通
後
、
付
近
生

活
道
路
を
抜
け
道
と
し
て

通
行
が
あ
れ
ば
、
注
意
看

板
の
設
置
等
の
対
策
を
講

じ
る
。

追跡レポート

※これまでの一般質問や提言が、
　町政にどう反映されているのか、追跡します。

その後どうなった

議会視察

令和８年２月１９日（木）

（仮称）新愛岐大橋

役
場
庁
舎
窓
口
受
付
短
縮
に

つ
い
て

令
和
６
年
12
月
議
会
一
般
質
問

令
和
７
年
９
月
予
算
決
算
特
別
委
員
会

働
き
方
改
革
の
一
環
と
し
て
、
開
庁
時
間
の

短
縮
を
し
て
は
ど
う
か
。

受
付
時
間
と
勤
務
時
間
が
同
一
で
あ
り
、
準
備
や

閉
庁
後
の
片
付
け
な
ど
を
勤
務
時
間
外
に
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
窓
口
受
付
時
間
を
見
直

し
ま
す
。
令
和
８
年
７
月
１
日
か
ら
実
施
。

【
対
象
施
設
】

　
＊
役
場
、
保
健
セ
ン
タ
ー

【
変
更
内
容
】

　
＊
現
在
　
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　
＊
変
更
後
　
午
前
８
時
45
分
〜
午
後
５
時
00
分

（令和 7 年１０月１１日（土）に開催した小中学生のフリー
 スピーチに参加していただいた皆さん）

令和７年度特別委員会の主な活動

議会改革特別委員会
議会運営部会
　・ペーパーレス化についての導入システム検討

議会だより編集特別委員会
・委員会 17 回開催
・愛知県町村議会議長会広報研修会
　の参加広報広聴部会

　・小中学生のフリースピーチ開催
　・来年度実施予定の「小中学生のフリースピー
　　チ」日程協議

（議会だより編集特別委員会の様子）
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■ 令和８年度一般会計予算の主要事業
■ 特集記事 「予算編成をどう見るか」  
■ ここが聞きたい 一般質問8議員が質問
■ キラリ まち人 紹介

・・・・・・・・・・  Ｐ2 ～Ｐ3
・・・・・・  Ｐ4 ～Ｐ5

・・  Ｐ10 ～Ｐ14
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  Ｐ16

「会議録検索システム」
インターネット配信

６月定例会の日程（予定）

場所：扶桑町役場２F議場等　
時間：午前９時３０分から

（日程は変更になることがあります）

扶桑町役場ホームページで議会会議録を
インターネット配信していますので、ご利用ください。

扶桑町役場
ホームページ

↓

↓
扶桑町議会

扶桑町議会
会議録検索システム

議会だより

〒480-0102　愛知県丹羽郡扶桑町大字高雄字天道330　TEL：0587-92-4130 FAX：0587-92-1381　E-mail:gikai_sc@town.fuso.lg.jp　発行日／令和8年5月1日
発行／扶桑町議会　編集／議会だより編集特別委員会

■
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会
　

　
■
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り

編
集

特
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委
員

会
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0587ｰ92ｰ4130
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行
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行
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議
会
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り

議
会
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り

2 026

第268号
１月臨時会
３月定例会

山名小学校の皆さん

熱中症対策・指定避難所となる
全小学校体育館にエアコンが整備されました

主 な 内 容

お　知　ら　せ

環境保護のため再生紙を使用しています。

●3月定例会分は、6月１日に更新を予定しています。

６月  １日(月)

６月  ５日(金)

６月  ８日(月)

６月  ９日(火)

６月1０日(水)

６月1１日(木)

６月１８日(木)

開会・提案説明

一般質問

一般質問

議案質疑

福祉教育常任委員会

総務経済常任委員会

委員長報告・討論・採決・閉会

キラリ★　まち人紹介

〈小学校ボランティア「ゆめサポ」活動〉
　小学校ボランティア「ゆめサポ」の活動を通して、学校行事の
お手伝いや付き添い、環境づくりなどに関わり、子どもたちが
安心して学校生活を送れるよう見守っています。
　読み聞かせでは、物語の時間が子どもたちにとってほっとで
きるひとときになるよう心を込めています。
　スクールガードとしては登校の見守りやあいさつを大切に
し、地域の大人が見守っている安心感を届けられたら嬉しいで
す。子どもたちの笑顔や元気な声に励まされながら、これから
も地域の一員として、子どもたちに寄り添う活動を続けていき
たいと思います。

柏森在住
石原　麻夕美さん

高雄在住
天野　敏さん

〈地域のことをすこしでも〉
　高雄小学校のスクールガードを始めて５年目に入ります。
集合場所近くの道路は狭く、駅が近いこともあり、たくさん
車が通ります。交差点に立ち子どもたちの安全を見守りなが
ら朝の通勤、通学の地域の方々とも「あいさつ」言葉を交わ
し、明るく一日が共にスタートできるように心がけています。
　今は、民生委員の役割も無事終えることができ、社会福祉
協議会主催、地域のことを話し合う「ふそうきたなじみ会」に
参加しています。元気なうちは、自分のできる活動を続けて
いきたいです。

QRコードは（株）デンソーウェーブの登録商標です。


